
   

PRESS RELEASE 

2016 年 5 月 13 日 

一般社団法人 WIT 

 

東北の社会課題解決を目指す起業家に対し経営・資金調達支援を行う、一般社団法人 WIT（ウィッ

ト）は、2016 年 5 月 13 日、これまでの６団体に加えて、新たに４団体への経営支援提供を開始し、

１団体との戦略パートナーシップを結ぶことを決定したことをお知らせいたします。 

 

これらの計１１団体は、今年７月に WIT が開催する「クロスボーダー・ラーニングジャーニー」～

アメリカ合衆国と日本のビジネスや非営利セクターのプロフェッショナル２０名と共に事業成長の

ための協働を行うプログラム～ に参加する予定です。 

 

WIT は、東日本大震災の発生を受け、復興に取り組む社会起業家を支援するために 2011 年 7 月よ

り活動を開始、これまでに女性エンパワメントや教育、地域づくり、貧困削減、介護予防などに取り

組む団体への支援を行ってきました。震災から５年目を迎え、東北の社会起業がより持続可能に成

長していくためには、国境とセクターの違い超えた実践的な連携が今だからこそ求められています。 

 

《新たな経営支援提供先４団体》 

名称 活動内容 活動地域 代表者 

特定非営利活動法人  

きずなメール・プロジェクト 

子育て支援メールサービスを通じ

た、「孤育て」（孤独な子育て）予防 

日本全国（宮城

県石巻市を含

む） 

大島由起雄 

まんまるママいわて 

（任意団体） 

助産師・地域の母親による産前産後

の子育て支援 

岩手県県南内

陸部と沿岸部 

佐藤美代子 

株式会社 明天 漆器の企画・販売・プロモーション 福島県会津若

松市 

貝沼航 

特定非営利活動法人  

わたりグリーンベルトプロ

ジェクト 

海岸林の育成・維持管理、並びに海

岸林保全のための啓もう活動 

宮城県亘理郡

亘理町 

嘉藤一夫 

 

なお、世界ちょうどいい研究室（宮城県宮城郡松島町）と WIT は、多様性と持続可能性を内包する

経営の在り方を探求・発信していくために、戦略パートナーシップを結ぶことを決定しました。 

クロスボーダー・ラーニングジャーニー 

アメリカと日本の異業種リーダーが、東北の社会起業団体の事業成長のために連携 

世界を変える社会起業家が東北から生まれるプログラムに１１団体が参加 



   

《アメリカからのクロスボーダー・ラーニングジャーニー参加者（一部抜粋）》 

氏名 所属等 

ブレイク・アネバーグ 

Blake Anneberg 

NoticeAbility 技術オペレーション・リーダー。ウェブコミュニケ

ーション、オンラインラーニングのサイト構築が専門。マサチュ

ーセッツ州在住。 

ジェフリー・ホファー 

Geoffrey Hoefer 

複数の企業を立上げを経験、現在は Omomuki 財団の理事長。ポ

ートランド日本庭園の理事。ニューヨーク在住。 

ゴードン・エンドウ 

Gordon Endow 

Gordon & Rees LLP 弁護士。社会起業と弁護士のセミナーをサ

ンフランシスコで開催。カリフォルニア州在住。 

ケイコ・サカガミ 

Keiko sakagami 

ニューヨーク市保健局のスーパーバイザー兼パブリック・ヘル

ス・エデュケーター。ニューヨーク州在住。 

メアリー・カーンズ 

Mary Kearns 

Herban Lifestyle LLC 創設者兼代表。リサーチコンサルタント。

バージニア州在住。 

ナンシー・マツモト 

Nancy Matsumoto 

フリーランスジャーナリスト。食、文化、日本、健康等に造詣が

深い。ニューヨーク州在住。 

サフィ・クレシェイ 

Safi Qureshey 

IT 起業家（Fortune500 へ成長）。カリフォルニア州在住。

https://en.wikipedia.org/wiki/Safi_Qureshey。 

サムジャナ・カナル 

Samjhana Khanal 

国際開発コンサルタント。アショカの Global Fellowship Program

のディレクターを務めた。ニューヨーク州在住。 

ザッカリー・ロックラム 

Zachariah D. Lockrem 

Asakura Robinson プリンシパル兼ディレクター。都市開発、コミ

ュニティ巻込型の景観開発。テキサス州在住。 

 

 

今後のスケジュール 

2016 年 7 月６日～１１日 クロスボーダー・ラーニングジャーニーを東北で開催 

 

 

 

 

 

  

報道関係者からの問い合わせ先： 

一般社団法人WIT  E-mail: info@worldintohoku.org 

https://en.wikipedia.org/wiki/Safi_Qureshey
mailto:info@worldintohoku.org


   

《新規団体詳細》 

 

1. 特定非営利活動法人 きずなメール・プロジェクト 

活動地域：日本全国（宮城県石巻市を含む） 

活動テーマ：「子育て支援メールサービスを通じた『孤育て』予防」 

代表者：大島由起雄（おおしま ゆきお） 

URL : http://www.kizunamail.com/ 

活動内容：産前から子どもが 3 歳になるまで、毎日子育てに関する情報が

携帯メールで届く「きずなメール」を配信。二児の親としての経験を通じ

て、誰もがかけがえのない思いで新しい命の誕生を迎え、子育てができる

社会の実現を目指し、2011 年３月からメール配信を開始。以来全国約 30

の自治体等と連携し、きめ細やかな情報提供と不安解消に貢献している。 

 

 

2. まんまるママいわて（任意団体） 

活動地域：岩手県県南内陸部と沿岸部 

活動テーマ：「助産師と地域の母親による産前産後の子育て支援」 

代表者：佐藤美代子（さとう みよこ） 

URL : http://manmaru.org/ 

活動内容：2011 年 9 月に団体設立。東日本大震災をきっかけに、災

害弱者である妊婦あるいは乳幼児を持つ母親を対象にした育児サロ

ンを開設。毎回、専門家である助産師と、また栄養士や保健師等の専

門家が参加する母親たちに育児のアドバイス等をできるという特徴

を持っている。今まで、岩手県沿岸部被災地の久慈市・宮古市・大槌

町・釜石市・陸前高田市、内陸部の遠野市・北上市・花巻市で活動。

サロン回数 200 回以上、延べ 2000 人以上の母子が参加。今後、妊婦及び

乳幼児を持つ母親たちの置かれている状況を、よりよいものに改善できる

よう、さらに活動を拡大したいと願っている。 

 

３. 株式会社 明天 

活動地域：福島県会津若松市 

活動テーマ：「漆器の企画・販売・プロモーション」 

代表者：貝沼航（かいぬま わたる） 

URL : http://urusii.com/ 

活動内容：城下町会津に残る伝統工芸の作り手たちを応援しよう

と、2005 年、株式会社明天を設立。2013 年より、会津漆器の工房

と連携し、作り手（職人）と使い手（消費者）を繋ぐ新たな取り組

み「テマヒマうつわ旅」を展開。2015 年に約 4 年間の準備期間を経

て、優しいかたちと心地よい手触りが評判の漆器「めぐる」を発売開始。 

 

 
 

 

http://www.kizunamail.com/
http://manmaru.org/
http://urusii.com/
http://www.kizunamail.com/mail/maternity/


   

 

４. 特定非営利活動法人 わたりグリーンベルトプロジェクト 

活動地域：宮城県亘理郡亘理町 

活動テーマ：「海岸林の育成・維持管理、並びに海岸林保全のための啓もう活動」 

代表者：嘉藤一夫（かとう かずお） 

URL : http://watari-grb.org/ 

活動内容： 

東日本大震災で町民を津波から守って流出した海岸林を復活させるた

め、住民が中心となり、2011 年に立ち上がったプロジェクト。約 400

年前に伊達政宗が始めた海岸林を、「町を守る海岸林育成」、「地域性を

活かした海岸林づくり」「復興プロセスへの住民の主体的参画」を通じ

て、次世代へ継承すべく、苗木づくり、植樹、教育活動を行っている。 

 

 

《一般社団法人WIT について》 

一般社団法人 WIT は、東日本大震災を機に設立しました。WIT は、東北から世界的課題を解決する社会

起業家を輩出することを目指し、セクターや国境を越えて、人・ナレッジ・資金で社会起業家を支援して

います。東北の被災地で起きている社会課題には、世界の他地域が現在または近い将来直面する課題も

数多くあります。その諸課題を革新的な手法で解決しようとする社会起業家への、リスクをとって起業

家の可能性を引き出すような資金調達と経営支援ができれば、東北だけでなく世界の人々がより良く生

きられる、多様性に開かれたしなやかな市民社会ができるだろうと私たちは考えます。 

 

《団体概要》 

名 称   ：一般社団法人 WIT（ウィット） 

設 立   ：2011 年 9 月 

所在地   ：〒113-0032 東京都文京区弥生 2-12-3 3F 

ホームページ：http://worldintohoku.org/ 

理事   ：山本未生 WIT 共同設立者&代表理事 

井上英之 イノラボ・インターナショナル 共同代表 

木下万暁 サウスゲイト法律事務所・外国法共同事業 弁護士 

伊藤澄子 アルカディア・キャピタル・インク CEO  

監事   ：広石拓司 株式会社エンパブリック 代表取締役 

 

《これまでの経営支援提供先》＊は卒業団体 

特定非営利活動法人アスイク （貧困の連鎖を断ち切る教育支援） 

特定非営利活動法人ギフトホープ （NPO と全国のデザイナーのコラボレーションプラットフォーム） 

特定非営利活動法人吉備野工房ちみち（住民主導のまちづくりと人材育成） 

ぐるぐる応援団＊ （コミュニティキッチンや移動サポートを通じたコミュニティハブの再生） 

シールズ株式会社 （エスニックマイノリティに英語教師としての職の機会を提供） 

 

 

http://watari-grb.org/
http://worldintohoku.org/


   

NPO 法人 TATAKIAGE Japan＊ （地域の起業家のインキュベーション） 

ファミリア株式会社＊ （障がい者の雇用と農業の六次産業化） 

一般社団法人ふらっとーほく＊ （住民主導のまちづくりと人材育成） 

NPO 法人ホールアース自然学校 福島校 （自然体験による環境教育プログラムと教育人材の育成） 

NPO 法人マドレボニータ ＊（産後ケア・インストラクター育成） 

一般社団法人りぷらす （予防介護を通じて、だれもが健康的に生活できる社会の創造） 

 

  

 


